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21)E・ アーチ ・フロンタルプル法による骨格

性反対咬合の治療例

○板橋 仁,福 井 和徳

(奥羽大・歯 ・成長発育歯)

【目 的】成長発育期の上顎劣成長による骨格性

反対咬合の治療には上顎前方牽引装置が適用 され

る。演者 らはE.ア ーチ ・フロンタルプル法(一

色)を 適用 し,上 顎骨の良好な前方成長促進 とと

もに,犬 歯の萌出スペースも獲得 した症例につい

て報告 した。

【症 例】初診時年齢9歳5か 月の男児。乳歯列

期から反対咬合で前歯交換後も被蓋が改善 しない

ため来院 した。家族歴 では母親 が骨格性開咬で

あった。大臼歯の咬合関係 はAngleⅢ 級,オ ー

バ ーバ イ ト,オ ーバージェ ッ トともに 一2.5mmで

あった。セブァログラム分析では,ANBが 一2.5°,

McNamaraline-Aは 一6mmと後退 していた。歯系

ではLl-MPが82° で下顎前歯の舌側傾斜 も認め

られた。構成咬合は採得可能であったが,本 症例

は上顎骨の劣成長による骨格性反対咬合であると

診断 した。

【結 果】前歯の レベ リングを開始 し,3か 月後

からはE・ アーチ.プ ロンタルプル法を2年 間適

用 した。2年 後の比較では,sNBは 変化 しなかっ

たのに対 してSNAが 増加 し,ANBは-2.5° か ら

+1°に改善 された。歯系の変化では上顎前歯が8°

唇側傾斜 したが,被 蓋改善に伴 うMand.plane
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の開大 はみられず,Facialaxisの 変化 も1°に止

まっていた。Ba-N-Aお よびMcNamaraline-A

が増加 し,上 顎前方牽引によるA点 の前方成長

促進効果と考 えられた。

【まとめ】本症例は側方歯群が交換中のため,プ

レー トタイプの可撤式装置では安定が難 しい こと,

また第一小臼歯の萌出前であり通常の固定式 タイ

プも使用で きないことから,部 分的な固定源で も

使用可能なE・ アーチ.プ ロンタルプル法を適用

した。上顎前歯の唇側傾斜により被蓋改善に及ぼ

す歯系の変化は含 まれるが,上 顎の良好な前方成

長促進効果が認められた。今後,思 春期性成長発

育の推移を見守 りながら,な お慎重な咬合管理を

続けてい く予定である。
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